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貝類（内湾） ＜新腹足目 オリイレヨウバイ科＞ 愛知県：絶滅危惧Ⅱ類 （国：リスト外） 
GASTROPODA(Inner Bay) ＜NEOGASTROPODA NASSARIIDAE＞ AICHI：VU （JAPAN：— ） 

アオモリムシロ Reticunassa hypolia (Pilsbry) 

 
【選定理由】 
 今 ま で に ア オ モ リ ム シ ロ Reticunassa hypolia 
(Pilsbry) 、ク ロスジムシロ Reticunassa fratercula  
(Dunker)、ウネムシロ Reticunassa hiradoensis (Pilsbry)
は、全て同一種の亜種関係に位置付けられるなど分類が混
乱していた（肥後・後藤, 1993；Higo et al., 2001；土屋, 
2000）。しかし、花木・他（2014）による各種のミトコン
ドリア DNA による解析の結果では、3 種は独立種で、ま
た県下にはアオモリムシロ（タイプ産地：青森県陸奥湾）
が分布すると判断した（早瀬・他, 2019）。 
 県下では日間賀島、知多半島南端部（早瀬・他, 2019）
で生息が確認されている。日間賀島では潮間帯岩礁の砂溜
まりで小型海藻の基部や岩礁の周囲などに 10 個体に満た
ない少数の生貝が確認された（早瀬・他, 2019）に過ぎな
いが、知多半島南端部の 2 ヶ所では健全な個体群が確認さ
れた（木村, 未発表資料）。 
 本種は県下では近年 3 ヶ所の生息地が確認されている
が、いずれも潮間帯中部付近に生息し、垂直分布の幅が非
常に狭い。これらの生息状況より、絶滅の危険性が高い種
であると評価された。 

【形 態】 
殻長 13 mm 前後、雌個体は雄個体よりやや大きい。殻質
は厚く、殻表にはうね状に顆粒突起が並んでいる。愛知県
産個体の殻の色彩は黄褐色から灰褐色で黒色、橙色、黄色
が入り交じる個体が多く、タイプ産地の個体と比べると変 
異が大きく、淡色で明るい色彩の個体が多い。ウネムシロにもやや近似するが、ウネムシロは大型で、螺塔が
やや高く、殻の色彩が黄・橙・黒の単色もしくは灰褐色下地に白い色帯が入る 4 タイプが出現し（木村・木村, 
2013）、色彩での区別も容易である。またウネムシロの雌と雄個体に殻の大きさに差はない。近似種で未記載種
のアツミムシロ Reticunassa sp.とも近似するが、アツミムシロは殻が細く、殻表の彫刻が弱く、色彩変異も少
ない。また、雌個体は雄個体より著しく大型である。 

【分布の概要】 
【県内の分布】 
 本種としての県内での採集記録は、早瀬・他（2019）が初めてであるが、それ以前の 1995 年 8 月にも日間
賀島で生貝 2 個体が採集されていた（早瀬・他, 2019）。その後、知多半島南部の 2 ヶ所で健全な個体群が確認
された。 
【世界および国内の分布】 
 本種の分布域は従来、三陸以北、北海道の潮間帯から潮下帯（例えば, 土屋, 2017）と言うように、北方系種
と考えられ、北海道以南には近似種のクロスジムシロが分布するとされる（例えば, 土屋, 2017）ことが多かっ
た。しかし、花木・他（2014）では本種の分布域は南側に広く、日本海側は山口県、太平洋側は三重県（伊勢
湾湾口部）まで分布する事が明らかとなった。伊勢湾湾口部沿岸（三重県側）には本種の健全な個体群の生息
地が比較的多く現存している。クロスジムシロは、済州島（韓国）に分布している（木村, 未発表資料）。また、
本種と近似した標本が新原色韓国貝類図鑑（閔, 2001）に図示されているが、画像だけでの判断は難しく、本種
が韓国に分布するかどうかは検討を要する。また県下での本種の垂直分布は潮間帯の中潮帯付近に限定されて
おり、潮下帯には生息していない。 

【生息地の環境／生態的特性】 
 本種は外洋に面した潮通しの良い内湾の潮間帯（中潮線付近）の岩礁周辺の砂溜まりで小型海藻の基部や岩
礁の周囲などに生息する。また本種の生息環境には陸域からの淡水の滲みだしがある場合が多い。本種の生息
できる場所は、貝類の多様性が高い。腐肉食性で、死肉などに集まることがある。       

【現在の生息状況／減少の要因】 
 県下では生息海域は狭く、個体数は多くない。生息環境自体が消失したことが一番大きな要因と考えられる。 

【保全上の留意点】 
 本種の生息環境である上述したような生息環境を保全することが重要であろう。 

【特記事項】 
 本種の種名で県下よりの生息記録は早瀬・他（2019）が初めてで、それ以前の報告ではクロスジムシロとし
て記録されているが、本種の誤りである。 
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